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Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 4 回（6月）定例会－

■
専
決
処
分
の
報
告

∏
田
村
多
目
的
広
場
整
備
工

事
変
更
前
の
契
約
金
額

７
７
１
７
万
５
千
円

変
更
後
の
契
約
金
額
　

７
８
２
６
万
２
８
０
０
円

契
約
の
相
手
方
　
　
　

（
株
）
大
一
林
組

変
更
内
容

広
場
周
辺
家
屋
等
の
防
火

対
策
の
送
水
管
を
新
た
に
196

ｍ
敷
設
。

π
食
品
加
工
場
加
工
用
水
供

給
施
設
整
備
工
事

変
更
前
の
契
約
金
額
　

４
９
８
７
万
５
千
円

変
更
後
の
契
約
金
額
　

５
０
６
１
万
５
２
５
０
円

契
約
の
相
手
方
　
　

栄
宝
生
建
設
（
株
）

変
更
内
容

埋
設
す
る
配
水
管
を
30
㎜

か
ら
40
㎜
に
変
更
す
る
た
め
。

∫
食
品
加
工
場
加
工
用
水
供

給
施
設
整
備
工
事

変
更
前
の
契
約
金
額
　

５
０
６
１
万
５
２
５
０
円

変
更
後
の
契
約
金
額
　

５
１
３
４
万
１
８
５
０
円

契
約
の
相
手
方
　
　

栄
宝
生
建
設
（
株
）

変
更
内
容

施
工
中
の
加
工
食
品
等
流

通
拠
点
施
設
並
び
に
、
既
設

の
埋
設
配
管
等
と
の
取
り
合

わ
せ
の
変
更
。

３
件
と
も
予
定
価
格
５
千

万
円
以
上
の
工
事
請
負
契
約

に
お
い
て
、
５
百
万
円
以
内

の
変
更
契
約
。

（
報
告
）

ª
税
条
例
の
一
部
改
正

主
な
内
容

住
民
税
の
非
課
税
限
度
額

は
扶
養
親
族
の
人
数
に
よ
り

算
定
し
て
い
た
が
、
本
年
度

の
改
正
で
扶
養
控
除
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
。

た
ば
こ
税
の
改
正
は
、
22

年
10
月
１
日
か
ら
千
本
あ
た

り
３
２
９
８
円
か
ら
４
６
１

８
円
に
増
額
な
ど
。

施
行
日
は
、
法
律
の
施
行

に
併
せ
、
22
年
４
月
１
日
か

ら
26
年
１
月
１
日
ま
で
の
間

に
順
次
施
行
。（

承
認
　
全
員
）

º
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

主
な
内
容

医
療
費
分
と
後
期
医
療
支

援
金
分
の
限
度
額
を
引
き
上

げ
、
介
護
納
付
金
分
を
併
せ

た
限
度
額
は
69
万
円
か
ら
73

万
円
と
な
る
な
ど
。

施
行
日
は
、
法
律
の
施
行

に
併
せ
、
22
年
４
月
１
日
及

び
22
年
６
月
１
日
か
ら
。

（
承
認
　
全
員
）

Ω
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

（
承
認
　
全
員
）

æ
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
8
号
）

２
億
３
８
５
７
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
84
億
６
２

９
８
万
７
千
円
。

（
承
認
　
全
員
）

ø
21
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

354
万
８
千
円
を
減
額
し
、

11
億
５
２
０
５
万
４
千
円
。

（
承
認
　
全
員
）

¿
21
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告

地
域
活
性
化
・
危
機
管
理

対
策
臨
時
交
付
金
事
業
２
億

８
３
９
７
万
８
千
円
な
ど
11

億
５
６
２
３
万
円
。

（
報
告
）

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

主
な
内
容

職
員
の
配
偶
者
の
就
業
等

の
状
況
に
か
か
わ
り
な
く
、

早
出
遅
出
勤
務
、
超
過
勤
務

の
制
限
の
請
求
が
で
き
る
こ

と
な
ど
。

施
行
日
は
公
布
の
日
か

ら
。

（
可
決
　
全
員
）

■
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

主
な
内
容

配
偶
者
が
育
児
休
業
等
を

し
て
い
る
職
員
で
も
育
児
休

業
が
で
き
る
こ
と
な
ど
。

施
行
日
は
22
年
６
月
30
日

か
ら
。

（
可
決
　
全
員
）

■
町
立
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正

町
立
住
宅
の
う
ち
第
４
住

宅
、
用
居
住
宅
の
用
途
を
廃

止
す
る
も
の
。
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教育委員会の報告大
崎
保
育
所
名
野
川
分

園
が
、
23
年
度
か
ら
休
園

す
る
状
況
を
、
地
域
の
区

長
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

５
月
17
日
に
説
明
し
た
。

学
校
再
編
に
か
か
る
保

護
者
の
意
識
調
査
は
、

小
・
中
総
家
庭
数
273
の
う

ち
、
263
家
庭
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。

「
小
学
校
の
統
合
」
は
、

賛
成
14
・
９
％
、
や
む
を

得
な
い
33
・
３
％
、
現
在

は
反
対
だ
が
い
ず
れ
は

41
％
、
反
対
10
％
。

「
中
学
校
の
統
合
」
は
、

賛
成
19
・
９
％
、
や
む
を

得
な
い
34
・
８
％
、
現
在

は
反
対
だ
が
い
ず
れ
は
35．

問
　
橋
本
眞
一
議
員

住
宅
用
途
廃
止
後
の
利
用

方
法
は
。

答
　
池
川
支
所
長

１
１
４
８
番
地
２
は
合
併

前
に
売
却
し
て
い
る
。

１
１
７
３
番
地
１
は
借
地

で
地
主
に
戻
し
て
い
る
。

407
番
地
１
は
売
却
予
定
。

１
０
７
６
番
地
16
は
旧
池

川
町
が
旧
営
林
署
の
社
宅
を

購
入
、
現
在
は
使
え
な
い
状

態
、
壊
し
て
売
却
予
定
。

（
可
決
　
全
員
）

■
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

６
５
１
３
万
４
千
円
を
追

加
し
、
68
億
１
９
１
９
万
円
。

（
可
決
　
全
員
）

■
22
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

118
万
２
千
円
を
追
加
し
、

９
億
９
５
９
６
万
４
千
円
。

（
可
決
　
全
員
）

■
21
年
度
（
繰
越
）
農
道

馬
場
線
新
設
工
事
請
負
契

約
の
締
結

契
約
の
方
法
　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

９
２
６
１
万
円

契
約
の
相
手
方

（
有
）
大
谷
組

む
ら
づ
く
り
交
付
金
事
業

で
18
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
６
年
間
の
事
業
、
寺
村
大

渡
一
号
線
か
ら
幅
員
５
ｍ
、

施
行
延
長
千
ｍ
の
新
設
を
行

な
う
。

今
回
の
工
事
は
、
事
業
費

１
億
円
、
延
長
285
ｍ
の
計
画
。

入
札
は
、
５
月
31
日
に
町

内
８
業
者
で
行
っ
て
い
る
。

工
期
は
、
23
年
３
月
10
日
。

（
可
決
　
全
員
）

学
校
再
編

263
家
庭
の
回
答

教
育
長

大

野

敏

光

名
野
川
分
園

ア
ン
ケ
ー
ト

９
％
、
反
対
９
・
４
％
の

結
果
で
、
詳
細
な
分
析
と

と
も
に
、
学
校
再
編
に
か

か
る
検
討
を
進
め
て
い
く
。

子
供
読
書
活
動
推
進
事

業
ほ
か
３
事
業
を
、
教
育

版
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

県
か
ら
交
付
決
定
を
受
け

予
算
化
し
て
い
る
。
効
果

的
な
教
育
環
境
を
整
え
、

学
力
向
上
の
た
め
実
施
計

画
に
沿
っ
て
進
め
た
い
。

別
府
小
体
育
館
改
築
工

事
は
、
７
月
上
旬
に
入
札

し
、
工
事
着
工
予
定
で
、

23
年
１
月
末
の
完
成
予
定
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

改
築
工
事

改築される別府小体育館（森） 加工用水供給施設（坂本）



同級生（仁淀中学校3年生）
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編

後
集

記

久
し
ぶ
り
の
晴
れ
。「
ひ

ま
わ
り
の
よ
う
に
元
気
に
い

き
た
い
ね
」
先
輩
の
言
葉
を

思
い
出
し
ま
す
。

（
大
原
）

梅
雨
が
明
け
、
暑
い
夏
が

や
っ
て
来
た
。
今
年
も
猛
暑
、

最
高
気
温
の
記
録
は
塗
り
替

え
ら
れ
る
の
か
。

（
安
井
）

ñ
ソ
ニ
ア
の
森
林
組
合
へ
の

丸
投
げ
で
、人
口
流
出
に
拍
車

が
か
か
り
ま
す
。責
任
は
誰
が

と
る
ぞ
ネ
。

（
西
森（
常
））

長
く
感
じ
ら
れ
た
今
年
の

梅
雨
。
一
番
喜
ん
だ
の
は
、

竹
の
子
、
そ
し
て
、
道
沿
い

の
ア
ジ
サ
イ
だ
け
？
（
農
本
）

人
の
恩
は
忘
れ
ず
、
是
は

是
、
非
は
非
の
精
神
を
貫
き
、

人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
あ

る
。

（
岡
田
）

雨
の
多
い
今
年
、
梅
雨
も

長
い
、
各
地
で
被
害
出
て
い

る
。
作
物
へ
の
影
響
も
大
で

今
後
が
心
配
で
す
。
（
藤
野
）

西
粟
倉
村
は
四
十
人
の
職

員
、
専
従
二
人
が
百
年
の
森

林
構
想
で
森
林
の
再
生
を
。

我
が
町
は
…
　
　
（
片
岡
）

22
年

４
月
４
日

「
ま
ち
の
駅
」
落

成
行
事（
越
知
町
）

５
日

春
季
戦
没
者
追
悼

式（
池
川
）

９
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

10
日

春
季
戦
没
者
追
悼

式（
仁
淀
）

11
日

中
津
観
光
開
き

14
日

議
会
だ
よ
り
特
別

委
員
会

15
日
　
春
季
戦
没
者
追
悼

式（
吾
川
）

22
日

高
吾
北
地
域
安
全

協
会
監
査

28
日

総
務
教
育
民
生
常

任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委

員
会

５
月
13
日

高
瀬
地
区
地
す
べ

り
対
策
事
業
推
進

協
議
会
総
会

17
日

開
発
公
社
理
事
会

19
〜
21
日

吾
川
郡
議
長
会
県

外
研
修（
青
森
県

東
北
町
、中
泊
町
、

鯵
ｹ
沢
町
）

26
日

高
吾
北
地
区
地
域

安
全
協
会
役
員

会
・
総
会
（
佐
川

町
）

31
日

国
道
33
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
総

会

国
道
494
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
総

会

６
月
２
日

議
会
運
営
委
員
会

広
域
議
会（
越
知

町
）

４
日

老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会

国
道
33
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
高

知
県
協
議
会
総
会

（
い
の
町
）

９
・
10
日

第
４
回
定
例
議
会

14
日

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

18
日

茶
霧
湖
ま
つ
り
実

行
委
員
会

30
日

秋
升
ト
ン
ネ
ル
貫

通
式

日

記

帳

在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

僕
は
こ
の
ク
ラ
ス
に
入
り
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
優
し
く
、
他
人

の
事
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
最
高
の

ク
ラ
ス
で
す
。
も
う

す
ぐ
高
校
生
。
は
な

れ
ば
な
れ
に
な
る
の

は
寂
し
い
で
す
。
で

き
れ
ば
高
校
も
こ
の

ク
ラ
ス
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
す
。

仁
淀
中
３
年
　
福
原
　
大
介

僕
は
六
年
生
の
時
に
大
き
な
決
断
を
し

て
、
仁
淀
中
に
通
っ
て
い
ま
す
。
入
学
し

た
時
は
、
ク
ラ
ス
の
人
は
誰
も
知
ら
ず
、

新
友
で
し
た
。
け
ど
、
明
る
い
人
ば
か
り

で
、
す
ぐ
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
、
新

友
か
ら
３
年
後
の
今
は
親
友
と
呼
べ
る
存

ラ�コ�ム�

新
友
は

３
年
後
に
は

親
友
に


